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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第26期
第２四半期
連結累計期間

第27期
第２四半期
連結累計期間

第26期

会計期間
自 平成26年12月１日

至 平成27年５月31日

自 平成27年12月１日

至 平成28年５月31日

自 平成26年12月１日

至 平成27年11月30日

売上高 （千円） 1,301,448 1,318,549 2,610,126

経常利益 （千円） 37,366 9,887 59,289

親会社株主に帰属する
四半期純利益又は親会社株主
に帰属する当期純損失（△）

（千円） 9,340 3,125 △1,141

四半期包括利益又は包括利益 （千円） △5,189 △9,350 △32,038

純資産額 （千円） 1,720,022 1,248,175 1,301,673

総資産額 （千円） 2,146,197 1,937,155 1,905,825

１株当たり四半期純利益金額
又は当期純損失金額（△）

（円） 4.63 1.77 △0.58

潜在株式調整後１株当たり
四半期（当期）純利益金額

（円） － － －

自己資本比率 （％） 80.1 64.4 68.3

営業活動によるキャッシュ・
フロー

（千円） 254,236 5,436 389,339

投資活動によるキャッシュ・
フロー

（千円） 3,697 △2,620 2,880

財務活動によるキャッシュ・
フロー

（千円） △60,895 55,114 △303,208

現金及び現金同等物の四半期
末（期末）残高

（千円） 380,577 330,882 272,946
 

　

回次
第26期
第２四半期
連結会計期間

第27期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成27年３月１日

至 平成27年５月31日

自 平成28年３月１日

至 平成28年５月31日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 3.75 17.49
 

(注) １  当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２  売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

４　「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）等を適用し、第１四半期連結累

計期間より、「四半期純利益又は当期純損失」を「親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主に帰

属する当期純損失(△)」としております。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重

要な変更はありません。

 また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のう

ち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事

業等のリスク」についての重要な変更はありません。

 なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　

文中の将来に関する事項は、当四半期連結累計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

(1)  業績の状況

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、円高傾向が継続しているものの、株価、原油価格など依然と

して先行きの不透明感が継続しております。このような状況のもと、当社グループは、既存の事業に加え、主力商

品である半導体製造装置の分野に関連した自社製品の開発・拡販、またグループ各社の協業による新製品の開発・

拡販、新規商材・ビジネスの開拓に継続して取り組んでおります。ＳＩ事業においては、売上高・利益共に前年同

期比で好調な結果となりましたが、その他の事業においては、特に利益面において低調に推移致しました。

この結果、当第２四半期連結累計期間における売上高は1,318,549千円（前年同四半期比1.3％増）、営業損失は

1,270千円（前年同四半期は、806千円の営業利益）、経常利益は9,887千円（前年同四半期比73.5％減）、親会社株

主に帰属する四半期純利益は3,125千円（前年同四半期比66.5％減）となりました。

 
セグメントごとの業績は次のとおりであります。

①エレクトロニクス事業

当事業においては、当社の主力商品であるワイヤボンダーに代表される半導体製造装置やそれに付随する消耗品等

を海外より仕入れ、当社が搬送装置等の付加価値を加えるなどした上で、国内の顧客に販売しております。さらに、

エレクトロニクスメーカー向けの材料、大学・研究所向けの研究開発用の小型の機器等を国内外から仕入れ、販売し

ております。当第２四半期連結累計期間においては、前年同四半期とほぼ同等の売上高を確保致しましたが、消耗品

の販売が伸びず、利益面では低調に推移致しました。この結果、売上高は809,233千円（前年同四半期比0.5％増）、

営業利益は31,431千円（前年同四半期比13.5％減）となりました。

②マリン・環境機器事業

当事業においては、マリン事業では、大型船舶向けの救命艇を国内メーカーより仕入れ、造船所に販売、ならびに

環境機器事業では、液体の濃縮・分離を行うためのフィルター等を海外より仕入れ、エンジニアリングを行った上で

国内の顧客に販売しております。マリン事業については、前連結会計年度以前より受注した案件が予定どおりに売上

げました。環境機器事業については、原油安の影響により、注力してきた原油関連の案件の進捗が振るわず、低調に

推移致しました。この結果、売上高は107,443千円（前年同四半期比39.9％減）、営業利益は8,363千円（前年同四半

期比81.3％減）となりました。

③ＳＩ事業

当事業においては、連結子会社である株式会社ペリテックが、計測・検査システムを顧客から受託し、自社でハー

ドウェア技術とソフトウェア技術を融合した計測・検査システムに仕上げ、顧客に販売しております。当第２四半期

連結累計期間においては、売上高・利益共に好調に推移致しました。この結果、売上高は307,840千円（前年同四半

期比20.2％増）、営業利益は34,579千円（前年同四半期は、2,621千円の営業損失）となりました。

④サイエンス事業

当事業においては、連結子会社である株式会社ケーワイエーテクノロジーズが、主に理化学機器分野の研究開発、

製造、販売等を行っており、日本国内の大学・研究所等の幅広い顧客と取引しております。当第２四半期連結累計期

間においては、主にのれん償却により営業損失となりました。この結果、売上高は94,031千円（前年同四半期比

52.5％増）、営業損失は5,729千円（前年同四半期は、11,035千円の営業損失）となりました。
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(2)  財政状態の分析

（総資産）

当第２四半期連結会計期間末における総資産は1,937,155千円（前連結会計年度末比31,330千円の増加）となり

ました。これは主に、現金及び預金の増加59,334千円、受取手形の増加17,514千円、電子記録債権の増加36,020千

円及び仕掛品の増加47,551千円の一方で、売掛金の減少35,439千円、商品の減少9,774千円、その他資産の減少

33,778千円、のれんの減少19,190千円及び投資有価証券の減少28,868千円によるものであります。

（純資産）

当第２四半期連結会計期間末における純資産は1,248,175千円（前連結会計年度末比53,497千円の減少）となり

ました。これは主に、親会社株主に帰属する四半期純利益3,125千円の計上の一方で、配当金の支払44,147千円並

びにその他有価証券評価差額金の減少10,626千円及び繰延ヘッジ損益の減少1,850千円によるものであります。

（自己資本比率）

当第２四半期連結会計期間末における自己資本比率は64.4％（前連結会計年度末比3.9ポイント減）となりまし

た。

 

(3)  キャッシュ・フローの状況の分析

当第２四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物は、330,882千円（前年同四半期末比49,694千円の減

少）となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における営業活動によるキャッシュ・フローは5,436千円の収入（前年同四半期比

248,799千円の減少）となりました。これは主に、税金等調整前四半期純利益9,532千円、売上債権の増加10,027千

円、たな卸資産の増加37,926千円、仕入債務の増加19,496千円、役員退職慰労引当金の減少30,624千円、未払金の

増加1,427千円及び未払消費税等の減少2,927千円によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における投資活動によるキャッシュ・フローは2,620千円の支出（前年同四半期は、

3,697千円の収入）となりました。これは主に、有形固定資産の取得による支出500千円、無形固定資産の取得によ

る支出1,334千円、投資有価証券の売却及び償還による収入355千円及び保険積立金の積立による支出922千円によ

るものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における財務活動によるキャッシュ・フローは55,114千円の収入（前年同四半期は、

60,895千円の支出）となりました。これは主に、短期借入金の純増額100,000千円の一方で、配当金の支払額

44,057千円によるものであります。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

①  【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 8,000,000

計 8,000,000
 

 

②  【発行済株式】

 

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成28年５月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成28年７月８日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 2,316,000 2,316,000
東京証券取引所ＪＡ
ＳＤＡＱ（ ス タ ン
ダード）

（注）１、２

計 2,316,000 2,316,000 － －
 

（注）１　単元株式数は100株であります。

　　　２　当社の発行済株式は、すべて株主としての権利に制限のない、標準となる株式であります。

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。
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(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額

 

(千円)

資本金残高

 

(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成28年３月１日
～平成28年５月31日

－ 2,316,000 － 100,210 － 75,210
 

 

(6) 【大株主の状況】

平成28年５月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

テクノアルファ株式会社
東京都品川区西五反田二丁目27番４号
明治安田生命五反田ビル

550,110 23.75

青島　勉 横浜市神奈川区 202,100 8.72

楠目　常男 神奈川県鎌倉市 164,400 7.10

金田　晶 東京都国分寺市 70,600 3.05

塩崎　五月 東京都目黒区 45,200 1.95

平　豊 群馬県高崎市 41,000 1.77

楠目　加代子 神奈川県鎌倉市 40,000 1.73

中村　泰三 横浜市鶴見区 40,000 1.73

横倉　弘和 東京都豊島区 18,600 0.80

高橋　由紀子 東京都中央区 18,000 0.78

計 ― 1,190,010 51.38
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成28年５月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

－ －
普通株式 550,100

完全議決権株式（その他） 普通株式 1,764,300 17,643 －

単元未満株式 普通株式 1,600 － －

発行済株式総数  2,316,000 － －

総株主の議決権 － 17,643 －
 

 

② 【自己株式等】

平成28年５月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）      

テクノアルファ株式
会社

東京都品川区西
五反田二丁目27
番４号　明治安
田生命五反田ビ
ル

550,100 － 550,100 23.75

計 － 550,100 － 550,100 23.75
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２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成28年３月１日から平成

28年５月31日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成27年12月１日から平成28年５月31日まで）に係る四半期連結

財務諸表について、三優監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成27年11月30日)

当第２四半期連結会計期間
(平成28年５月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 271,548 330,882

  受取手形 77,885 95,399

  電子記録債権 11,292 47,312

  売掛金 445,599 410,160

  商品 282,072 272,298

  仕掛品 27,468 75,020

  その他 72,612 38,834

  貸倒引当金 △156 △547

  流動資産合計 1,188,323 1,269,360

 固定資産   

  有形固定資産   

   有形固定資産 196,765 190,606

  無形固定資産   

   のれん 162,019 142,829

   その他 20,112 19,413

   無形固定資産合計 182,132 162,242

  投資その他の資産   

   投資有価証券 272,933 244,064

   その他 65,670 70,881

   投資その他の資産合計 338,603 314,946

  固定資産合計 717,501 667,794

 資産合計 1,905,825 1,937,155
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成27年11月30日)

当第２四半期連結会計期間
(平成28年５月31日)

負債の部   

 流動負債   

  買掛金 180,193 189,228

  短期借入金 ※  150,000 ※  250,000

  未払法人税等 17,923 8,090

  賞与引当金 － 11,700

  前受金 3,015 11,082

  受注損失引当金 － 1,321

  その他 102,034 93,711

  流動負債合計 453,166 565,133

 固定負債   

  役員退職慰労引当金 88,919 58,295

  退職給付に係る負債 51,827 53,961

  資産除去債務 2,910 2,914

  その他 7,327 8,675

  固定負債合計 150,984 123,845

 負債合計 604,151 688,979

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 100,210 100,210

  資本剰余金 121,646 121,646

  利益剰余金 1,727,586 1,686,565

  自己株式 △657,326 △657,326

  株主資本合計 1,292,116 1,251,095

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 9,881 △744

  繰延ヘッジ損益 △324 △2,174

  その他の包括利益累計額合計 9,557 △2,919

 純資産合計 1,301,673 1,248,175

負債純資産合計 1,905,825 1,937,155
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年12月１日
　至 平成27年５月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年12月１日
　至 平成28年５月31日)

売上高 1,301,448 1,318,549

売上原価 905,097 934,811

売上総利益 396,350 383,738

販売費及び一般管理費 ※  395,544 ※  385,009

営業利益又は営業損失（△） 806 △1,270

営業外収益   

 受取利息 3,397 3,333

 受取配当金 3,883 3,409

 保険返戻金 3,133 24,826

 為替差益 22,696 －

 その他 3,595 452

 営業外収益合計 36,705 32,021

営業外費用   

 支払利息 49 645

 為替差損 － 19,974

 支払手数料 95 223

 その他 1 19

 営業外費用合計 146 20,863

経常利益 37,366 9,887

特別利益   

 固定資産売却益 86 －

 特別利益合計 86 －

特別損失   

 固定資産除却損 － 355

 特別損失合計 － 355

税金等調整前四半期純利益 37,452 9,532

法人税、住民税及び事業税 22,027 8,229

法人税等調整額 6,084 △1,822

法人税等合計 28,112 6,406

四半期純利益 9,340 3,125

親会社株主に帰属する四半期純利益 9,340 3,125
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年12月１日
　至 平成27年５月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年12月１日
　至 平成28年５月31日)

四半期純利益 9,340 3,125

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 3,261 △10,626

 繰延ヘッジ損益 △17,790 △1,850

 その他の包括利益合計 △14,529 △12,476

四半期包括利益 △5,189 △9,350

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 △5,189 △9,350

 非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年12月１日
　至 平成27年５月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年12月１日
　至 平成28年５月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前四半期純利益 37,452 9,532

 減価償却費 10,951 11,279

 のれん償却額 19,190 19,190

 貸倒引当金の増減額（△は減少） △575 390

 受取利息及び受取配当金 △7,280 △6,742

 支払利息 49 645

 為替差損益（△は益） △6,144 12,803

 売上債権の増減額（△は増加） 379,658 △10,027

 たな卸資産の増減額（△は増加） 33,429 △37,926

 仕入債務の増減額（△は減少） △94,693 19,496

 賞与引当金の増減額（△は減少） 11,715 11,700

 受注損失引当金の増減額（△は減少） － 1,321

 役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 4,803 △30,624

 退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 5,832 2,133

 固定資産売却損益（△は益） △86 －

 固定資産除却損 － 355

 保険返戻金 △3,133 △24,826

 未払金の増減額（△は減少） △33,573 1,427

 未払消費税等の増減額（△は減少） 8,253 △2,927

 その他 3,479 1,461

 小計 369,328 △21,337

 利息及び配当金の受取額 7,280 6,742

 利息の支払額 △49 △645

 保険返戻金の受取額 3,133 23,545

 法人税等の支払額 △125,456 △19,141

 法人税等の還付額 － 16,272

 営業活動によるキャッシュ・フロー 254,236 5,436

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 定期預金等の預入による支出 △102 －

 有形固定資産の取得による支出 △7,596 △500

 有形固定資産の売却による収入 86 －

 無形固定資産の取得による支出 － △1,334

 投資有価証券の取得による支出 △5,000 －

 投資有価証券の売却及び償還による収入 15,070 355

 貸付けによる支出 － △500

 貸付金の回収による収入 2,311 282

 保険積立金の積立による支出 △1,071 △922

 投資活動によるキャッシュ・フロー 3,697 △2,620

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 短期借入金の純増減額（△は減少） － 100,000

 配当金の支払額 △60,271 △44,057

 リース債務の返済による支出 △624 △827

 財務活動によるキャッシュ・フロー △60,895 55,114

現金及び現金同等物に係る換算差額 173 5

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 197,211 57,936

現金及び現金同等物の期首残高 183,365 272,946

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※  380,577 ※  330,882
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【注記事項】

(継続企業の前提に関する事項)

該当事項はありません。

 

(会計方針の変更)

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）、「連結財務諸表に関する会計基

準」（企業会計基準第22号　平成25年９月13日）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号　平

成25年９月13日）等を、第１四半期連結会計期間から適用し、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から

非支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第２四半期連結累計期間

及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。

 

(追加情報)

受注損失引当金の計上

　受注契約に係る将来の損失に備えるため、当第２四半期連結会計期間末における受注契約の損失見積額を計上

しております。

法人税等の税率の変更による繰延税金資産及び繰延税金負債の金額の修正

　「所得税法等の一部を改正する法律」（平成28年法律第15号）及び「地方税法等の一部を改正する等の法律」

（平成28年法律第13号）が平成28年３月31日に公布されたことに伴い、当連結会計年度の繰延税金資産及び繰延

税金負債の計算（ただし、平成28年12月１日以降解消されるものに限る）に使用した法定実効税率は、前連結会

計年度の32.26％から、回収又は支払が見込まれる期間が平成28年12月１日から平成30年11月30日までのものは

30.86％、平成30年12月１日以降のものについては30.62％にそれぞれ変更されております。

　なお、この税率変更による影響は軽微であります。
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(四半期連結貸借対照表関係)

　※ 当座貸越契約

 

 
前連結会計年度
(平成27年11月30日)

当第２四半期連結会計期間
(平成28年５月31日)

当座貸越極度額 1,100,000千円 1,050,000千円

借入実行残高 150,000千円 250,000千円

差引額 950,000千円 800,000千円
 

 

 

(四半期連結損益計算書関係)

※  販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 

 
前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年12月１日
 至 平成27年５月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年12月１日
 至 平成28年５月31日)

役員報酬 27,988千円 30,331千円

給与手当 112,022千円 113,995千円

賞与 16,910千円 15,930千円

賞与引当金繰入額 5,415千円 6,300千円

退職給付費用 8,467千円 7,344千円

法定福利費 23,012千円 22,363千円

役員退職慰労引当金繰入額 4,803千円 4,875千円

家賃 20,799千円 18,192千円

広告宣伝費 10,992千円 9,503千円

旅費交通費 22,485千円 17,254千円

保険料 16,859千円 13,889千円

減価償却費 8,176千円 8,773千円

発送運賃 13,479千円 12,162千円

業務委託費 10,281千円 8,898千円

報酬等 12,595千円 13,534千円
 

 

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のとおり

であります。

 
前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年12月１日
 至 平成27年５月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年12月１日
 至 平成28年５月31日)

現金及び預金 383,123千円 330,882千円

有価証券 1,414千円 －千円

流動資産のその他に含まれる現金同等物 5,042千円 －千円

預入期間が３か月を超える定期預金等 △9,003千円 －千円

現金及び現金同等物 380,577千円 330,882千円
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(株主資本等関係)

前第２四半期連結累計期間（自 平成26年12月１日 至 平成27年５月31日）

１  配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年２月26日
開催定時株主総会

普通株式 60,476 30 平成26年11月30日 平成27年２月27日 利益剰余金
 

 

２  基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日後

となるもの

該当事項はありません。

 

当第２四半期連結累計期間（自 平成27年12月１日 至 平成28年５月31日）

１  配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年２月25日
開催定時株主総会

普通株式 44,147 25 平成27年11月30日 平成28年２月26日 利益剰余金
 

 

２  基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日後

となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

前第２四半期連結累計期間（自 平成26年12月１日 至 平成27年５月31日）

１  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

 
報告セグメント

合計
エレクトロニクス

事業
マリン・環境機器

事業
ＳＩ事業 サイエンス事業

売上高    
 

 

  外部顧客への売上高 804,949 178,724 256,122 61,652 1,301,448

  セグメント間の内部売上高又
は振替高

－ － 9,022 － 9,022

計 804,949 178,724 265,144 61,652 1,310,470

セグメント利益又は損失（△） 36,353 44,707 △2,621 △11,035 67,403
 

 

２  報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

（差異調整に関する事項）

（単位：千円）

利    益 金    額

報告セグメント計 67,403

全社費用（注） △66,596

四半期連結損益計算書の営業利益 806
 

(注)　全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

 

３ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　　　該当事項はありません。
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当第２四半期連結累計期間（自 平成27年12月１日 至 平成28年５月31日）

１  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

 
報告セグメント

合計
エレクトロニクス

事業
マリン・環境機器

事業
ＳＩ事業 サイエンス事業

売上高    
 

 

  外部顧客への売上高 809,233 107,443 307,840 94,031 1,318,549

  セグメント間の内部売上高又
は振替高

－ － 21,603 － 21,603

計 809,233 107,443 329,443 94,031 1,340,152

セグメント利益又は損失（△） 31,431 8,363 34,579 △5,729 68,645
 

 

２  報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

（差異調整に関する事項）

（単位：千円）

利    益 金    額

報告セグメント計 68,645

全社費用（注） △69,916

四半期連結損益計算書の営業損失（△） △1,270
 

(注)　全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

 

３ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　　　該当事項はありません。
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(金融商品関係)

四半期連結財務諸表規則第15条の２第１項ただし書きの規定に基づき、注記を省略しております。

 

(有価証券関係)

有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動があり

ません。

 

(デリバティブ取引関係)

デリバティブ取引は、ヘッジ会計を適用しているため、注記を省略しております。

 

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年12月１日
 至 平成27年５月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年12月１日
 至 平成28年５月31日)

１株当たり四半期純利益金額 4円63銭 1円77銭

(算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額(千円) 9,340 3,125

普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純利益金額(千円)

9,340 3,125

普通株式の期中平均株式数(株) 2,015,890 1,765,890

   
 

(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成28年７月７日

テクノアルファ株式会社

取締役会  御中

 

三優監査法人
 

 

代表社員

業務執行社員
 公認会計士   杉　　田　　　　　純   印

 

 

業務執行社員  公認会計士   川　　村　　啓　　文   印
 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているテクノアルファ

株式会社の平成27年12月１日から平成28年11月30日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間(平成28年３月１日か

ら平成28年５月31日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成27年12月１日から平成28年５月31日まで)に係る四半期連結

財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッ

シュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、テクノアルファ株式会社及び連結子会社の平成28年５月31日現在

の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表

示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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